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火 を いれた 誘蛾灯が 机の 上に 置いて あります。 その 

光りで 見る と、 捕 虫 綱 もあります。 毒壺 も、 採集 箱 も 

そろ つて ゐ ます。 

どうも これ は 見覚えの ある 道具 だと 思 つ て、 とりあ 

げて みると 捕虫網の 柄に も、 採集 箱の 隅に も、 ちゃん 

と、 S • M と、 僕の 名前が 記して あります。 何年 か 前 

に 博物学 者に ならう とい ふ 理想 を も つて ゐた頃 僕が 使 

つた ま、、 一切の 昆虫採集 用具が 部屋 中に 散乱して ゐ 

ます。 壁に は 採集 物の 額が 並べ か ゝげて あり、 棚に は 

アル コ —ルづ けの 標本が、 どれ も 僕の 明瞭な 採集 記憶 



したが、 ルル は それ を 見る ととても 輝 やかし い 眼を視 

張って、 綺麗な 驚嘆 詞を 放ち、 そして 僕の 頰を 平手で、 

賞 讚の 意 を もって ハタ ハタと 叩きます。 



僕 は 捕虫網 を かまへ て 広い 野原 を 縦横に 飛び ま はつ 

てゐ ます。 夢中です。 

春の 真昼 時ら しいのに、 蜜柑の 樹蔭 にた、 V ずんで ゐ 

る ルルが、 誘蛾灯 を もって ゐて、 ちょいと 此処へ 来て 

御覧と さしまね くので、 近寄って 見る と、 灯火の ま は 

りに は 無数の 風船 虫が 群れ 集 ふて ゐ ます。 

「これ は？」 



と 今度 は ルルが 僕に 訊ねます。 

「お、、 それ は 風船 虫と 称 ばれる 昆虫 類で ある。 これ 

きれ 

を 硝子の 水筒に 飼育して、 色 さま，^ な 布の 片々 を 沈 

めて やる と、 彼等 は それ を 水面まで 引き あげる。 水の 

表面に 達する と 慌て、 それ を 離す。 彼等 はこの 運動 を 

水筒 中に 住む 限り 連続させる 習性 を もつ もの だ。 この 

光景 を 眺める と 恰も 水中に 五彩の 雪が 降る 如くに 美し 

く、 面白く、 眺める 者の 心 を 慰める であらう ご 

僕 は ルルの ために、 ぎごちない 英語 を もって 説明し 

てゐ ます。 

ルルが 是非とも、 それ を 実験して 見たい と 云 ふので、 



それが 白日の 夢だった からです。 猫 やなぎの 芽が あ 

ち こちに ふくらむ でゐる 小川の ほとりで 僕 は 芝生に 寝 

転んで ゐ ました。 川し もに ある 水車小屋の 水車の 音が 

長閑に 聞え る 他に 何の 音響 もありません。 

「あんまり 天気が 好 過ぎて、 温泉に でもつ かってる み 

たいな 気持に なって しまって、 うっとり として ゐ ると 

思 はず 筆が 指先から 滑り落ち てし まふん だよ —— 。 何 

をす るの も 惜しい …… 」 

と 云 ふので 眼 を あいて 見る と、 Y • K が スケッチ 箱 

を 投げ出して 僕の 傍に ごろり と 寝ころびました。 その 

カンバス を 見る と、 まるで パレットの 代りにで もした 



ので はなから うかと 疑ら れる 程に、 た y 其処に は 無闇 

に 明るい 絵 具ば かりが 飛び散って ゐ ます。 

「シュ ウル • レア リスト …… 陽に 酔っ払った な！」 

僕が Y . K をから かふと、 彼 は、 酷く 生真面目な 調 

子で、 

「俺 は 斯んな 天気に 出 遭 ふと 怖ろ しくて 仕方がない。 

自分な どと いふ ものが、 まるっきり 何処かへ 飛び去つ 

てし まって、 硝子 箱の 中に 泳いで ゐる 魚に なった！ 

と 俺 は 眩いた リ してし まった！」 

などと 唸りました。 —— 「通り か 、りの 子供が ね、 

おやく この 絵 かき は 空に 魚なん ぞ 描いて ゐゃ がる I 



I なんて 冷 かすので 気づく と …… 」 

「睡眠不足 ぢ やない のか？」 

「それ は 君 だら う —— 俺が 眺めて ゐ るの も 知らないで 

君 は 其処で 大 いびき を 挙げて 眠って ゐ たぜ。 加け に 口 

を あけて …… U.S の 奴、 その 君の 姿 を 面白がって、 

撮して しま はう/^! と 云って、 今、 大急ぎで、 家 

へ パテ— • べビ ー をと りに 行った ところ だよ。 もう 来 

る 時分 だ ご 

「おい/ \、 ぢゃ俺 は 眠って ゐる ことにしよ うよ。 

U • S に 撮らせて やらう。 —— 眠って ゐ ないでも、 眼 

をつ むって ゐ ると 芝が や はら かいせ ゐか 傍へ 来る 者の 



足音 はさ つ ぱり 解ら な い よ。 」 



それから 四 五日 経った 晚 のこと です。 大学生の U . 

S が 近頃の 作品 (映画) を 発表す るから —— と 云って 

僕の 部屋の 壁に シ ー ッを はりつけました。 

僕 は、 あまり 興味 を もって 見ませんでした。 僕の 知 

り 過ぎて ゐる その 辺の 風景 や 僕の 友達 等の 日常生活の 

断片な ど を 今更 そんな 写真で 見ても 僕 は 少しも 面白く 

ない のです。 

早春の 一 日 —— 

などと 題して、 蜜柑 問屋の フォ— ド 自動車に 一 同が 



乗り込んで 田 甫道を 走って ゐる 光景 —— だと か、 僕の 

妻が 箪笥から 着物 を 次々 に 取り出す と、 Y • S 等が そ 

れ を片ッ 端から ス ー ッ . ケ ー スに 詰め込んで ゐる、 I 

I 次に、 各自の 鞫を さげたり、 登山 袋 を 背ったり して 

妻 も 一 処に 打ち はしゃぎながら 村 境 ひの 橋 を 渡って 来 

る …… おやく、 俺の 知らぬ 間に 彼等 は 旅行で も 試み 

たの かな？ と 僕が ちょいと 眼を視 張る と、 次に、 パ 

ッと 質屋の 門口が 現れたり、 妻の 妹の R 子が 酒罎 をぶ 

ら さげて 橋 を 渡って 来る ところへ、 Y • K が 現れて、 

代りに 持って やったり、 四角な 窓が 開く と、 妻の 上半 

身が 現れて、 酷く 注意深い 眼で 彼方此方 を 見渡して ゐ 



る、 と、 次に 野菜畑が 現れる、 次に 一 直線の 田甫道 を、 

三人の 若者が、 キャベツ や 大根 や 葱 を 抱へ て、 た、 V な 

らぬ 気色で 駆けて 来る —— 。 

—— また、 朝の 地 引 網の 光景 も ある、 綱引きの 人々 

の 大写しが 出る、 その 中には Y . K もゐ る、 u . S も 

ゐる、 若い 作家の J . T もゐ る、 僕の 可憐な 妻 や 妹 も 

ゐる、 彼等 は 満身に 力 を 込めて 綱 を 引いて ゐる、 皆な 

シャツ 一 枚で 腕 まくり だ、 やがて 綱が 引き あげられる 

と 新鮮な 魚が ピチ くと はねて ゐ る —— そし て 彼等 は 

両手に 魚 を ぶ ら さげ て 渚づた ひに 戻って 来る —— 村 の 

停車場、 彼等 は 改札口で 人 を 待って ゐる らしい、 やが 



て 汽車が 着く、 駅名の 立札が 現れる —— まばらに 人が 

降りて 来る 妻が 片手 を あげて ヒ ラヒラ させる と、 

東京の 友達 (僕の 見知らぬ) が、 三人 現れる、 ひとり 

は 大変に 着飾った 美しい 婦人で、 二人 は 運動家ら しい 

若者で、 ラケット など を携 へて ゐる、 皆が 握手す る、 

美しい 婦人と 妻が 手 を 取り合 ふ、 その 握手の 大写し、 

指輪と 腕時計の 光る 白い 手と、 人差指に 繃帯 を 巻いた 

浅黒い 手 —— 脚の 大写し、 厚い フェルト 草履と 踵の ま 

がった 靴 —— 一 同 は嬉々 としながら 停車場 を 出て 来る 

I— 小川の 向 方に 細い 煙突 を 持った 丸木 小屋に 似た 僕 

等の 家が 見える、 妻が 彼方此方の 景色 を 指差して ゐる 



I 海、 半島、 蜜柑 山、 水車小屋、 —— やがて、 家に 

近づ く —— からた ちの 垣根に 添うて 行く と 門口に 標札 

が 立って ゐる、 三人の 客が 立 止って それ を 眺め、 嗤ふ 

I 表札の 大写し —— 。 

rsrnlny Side House」 

誰が、 何時 そんな 表札 をた てた のか 僕 は 知らない、 

僕 は 大概 西 向の 自分の 部屋の 窓から 出入して ゐ るので、 

そんな ものに 気づき もしなかった —— 。 

妻が 川 ふちで 釣糸 を 垂れて ゐる …… 鮒が か、 る —— 

彼女 は 魚 籠 をの ぞいて、 魚の 数 をかぞ へる —— 大写し、 

十 尾ば かりの 鮒。 



E . T が 空気銃で 梢 を ねらって ゐる —— 引き金を引 

く —— 小鳥が 落ちて 来る —— E • T の 腰が 写る —— 小 

鳥が 一 束になってく、 りつ けられて ゐる。 

水車小屋の 裏口から Y • K が 米 袋 を 担いで 出て 来る 



犬が 風呂敷 包み をく は へ て 駆けて 来る —— 妹が 網 飛 

び をしながら 後 をつ いて 来る —— 停車場 前の 広い 道 I 

I 「焼 豆腐、 生 あげ」 と 障子に 書いて ある £ 先が 写る 



それから 晩餐の 支度の 光景 やら、 食卓 を 囲んで 一 同 

が 何やら 相談して ゐる ところ やら、 あまり 忙しい ので 



客 達 も 甲斐甲斐し いいで たちに なつ て 彼等の 仕事 を 手 

伝ったり、 終 ひに は 皆が 打ち そろって、 向 方に 例の 地 

引 網が 始 つて ゐ るの を 目が けて 砂浜 を 駆けて 行く とこ 

ろな どが 写りました。 

「それで 終り か？」 

と 僕が 退屈 さう に 訊ねる と、 

「もう 少し —— 」 と 誰 やらが 答へ ます。 

写る 

僕の 部屋で、 机の 上に 誘蛾灯が あり、 空の 毒壺、 空 

の 標本 箱 —— そんな ものば かりが 空しく 写って ゐる、 

その 間に 酒 徳利な ども あ る —— 窓が あけ 放して ある I 



I 人影 は 見あたらな い —— 

春に な つ たら 採集 を 仕事の 合間に 試みようと 思 つ て、 

たしかに 僕 は 斯んな 道具 だて をした ので あるが、 採集 

の 夢にば かり 耽って、 毎日々々 何もし ないで、 皆に か 

くれて、 ぼんやりと 過して ゐ たのです。 

で、 僕 は、 

二 同が、 あの 通りに 生活の ために 営々 として ゐ るに 

も 関 はらず、 お前 は —— 」 

斯んな 言葉 を 耳に した かの やうに、 済まぬ 心地が し 

ました。 

あの 事 は 僕 は 忘れて ゐ たら、 次に、 始めて 僕の 姿が 



写りました。 芝生に 寝転んで、 眠って ゐる 僕の 姿です。 

—— あの 時 は 眠った 振り をして ゐた つもりだった のに、 

いつの 間に かほん たうに 眠った と 見えて、 其処に 写り 

出た 光景 は 夢にも 気がつかぬ ものでした。 

大写し 僕の 寝顔 僕 は、 寝言で も 眩く らしく 

時々 口 を 動かせたり、 軽い 笑 ひ を 漂 はせ たり、 何か悲 

しさう に 眉 を ひそめた かと 思 ふと、 鼻 をむ づ /\ させ 

て クシ ャミ までし ました。 気づかぬ こと だが、 眠って 

ゐる 間に も 仲々 動きが ある もの だ —— 僕 は、 そんな 馬 

鹿な こと を沁々 と 眩いたり しました。 

そのうちに 一同の 者が 現れて、 輪に なって 僕 を 眺め、 



どうい ふ 意味 か 知らないが、 手 をつな ぎ 合 ふと、 カゴ 

メ くの 遊戯で も 始めたら しく、 足拍子 軽やかに 僕の 

ま はり を 堂 々廻り をして 写真 は 終りました。 

「あの 時 Y . K が 傍らに 来て 寝転んで ゐ たかと 思った 

の も 夢だった のか？」 

「ちょっと 話 はした が、 君 は、 うとくして ゐ るので 

噗は 直ぐに 引き返して、 こ、 の処は 僕が 写したん だ 



底本 ： 「牧野 信 一 全集 第三 巻」 筑摩 書房 

2002 (平成 M) 年 5 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「西部劇 通信」 春陽 堂 

1930 (昭和 5) 年 u 月^日 発行 

初出 ： 「若草 第六卷 第五 号」 宝 文 館 

1930 (昭和 5) 年 5 月 ー 日 発行 

入力 ： 宫元淳 一 

校正 ： 門 田裕志 

2 010 年 7 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



